
『クッキーのおうさま』 

竹下 文子／作 いちかわ なつこ／絵  

あかね書房（９１３タ・ク） 

りさちゃんのおかあさんが、オーブンの 

ふたをあけると「あち、あち、あちち!」とさ 

けびながら、クッキーのおうさまがとび出
だ

 

してきました！ クッキーのおうさまがだい 

かつやくするたのしいおはなし。 

『はっぱのほん』 

いわさ ゆうこ／著 文一総合出版（E イ・ハ） 

 いつものみちや、こうえんで見
み

かけるはっぱ。森
もり

に生
は

え

るしょくぶつのはっぱ。大
おお

きさ、かたち、 

たべられるもの、きけんなもの、いい 

かおりがするもの、あながたくさんあ 

いたもの…。130 しゅるいのいろいろ 

なはっぱを、イラストでくわしくしょうか 

いするえほんです。はっぱをつかった 

あそびもしょうかいされています。 

『ふじさんにっぽんいち!』 

ひさかたチャイルド（２９１フ） 
 

ふじさんはにっぽんいちたかい山
やま

。 

ふもとはいろいろないきものがいたり 

めずらしい草
く さ

が生
は

えていたりするけど 

もっとのぼっていくとどうなるのかな？ 

『うみべのおはなし 3にんぐみ』 

ジェイムズ・マーシャル／さく  

大日本図書（９33マ・ウ） 

なかよし 3人
にん

ぐみのローリー、スパイ 

ダー、サム。「あたし、じぶんでおはなし 

かいてるの。」と、ローリーが「おはなし 

ノート」をひろげてよみはじめると、それ 

をきいたスパイダーとサムも「ぼくなら 

もっとおもしろいおはなしができるよ!」 

と、はなしはじめました。 

『かんたんせんせいとペンギン』 

斉藤 洋／作 大森 裕子／絵 講談社（９１３サ・カ） 

 ペンギンのリゲルは空
そら

をとびたいとお 

もっていました。そこへ、かんたんせんせ 

いがやってきて、たくさんのアイデアを出
だ

 

して、いろいろなとびかたをやって見
み

せて 

くれたのです。リゲルは空
そら

をとべるように 

なるのかな？ 

『ねこのホレイショ』 

エリナー・クライマー／文 こぐま社（９3３ク・ネ） 
  

 ねこのホレイショは、かいぬしのケイシーさんにとてもた

いせつにされていました。でも、ケイシー 

さんがホレイショいがいのどうぶつにも 

やさしくするのが気
き

に入
い

らなくて、ある日
ひ

 

しかめっつらで、いえでしてしまいます。 

ほこりたかいおじさんねこのホレイショは 

どうなってしまうのでしょうか。 

『とってもすてきなおうちです』 
なかがわ ちひろ／文 高橋 和枝／絵  

アリス館（E タ・ト） 

じまんのわがやへようこそ。ちょっと 

こまったこともありますが、ここがわた 

しのすてきなおうちです。あり、ちょう 

ちょ、くも、つばめ、ねこが、じぶんたち 

のすんでいるいえをしょうかいしてくれ 

ます。 

 

『コレットとわがまま王女
お う じ ょ

』 

ルイス・スロボドキン／作 瑞雲舎（９３３ス・コ） 

 コレットのすむ町
まち

グラースにポーリーン 

王女
おうじょ

がやってきました。王女
おうじょ

は、おばさん 
 

でふとっていて、おこりんぼでした。いしゃ 

に、しずかなところで休
やす

むようにいわれた 

王女
おうじょ

は、町
まち

を「ざつおんひとつないしずけ 
 

さ」にするようにめいれいして…。 

 

  

 

『がっこうかっぱの生
う

まれた日
ひ

』 

山本 悦子／作 市居 みか／絵  

童心社（913ヤ・ガ） 

 いけにすむ小
こ

がっぱが「がっこうかっ 

ぱ」になるまえのおはなしです。小
こ

がっ 

ぱは、ちよという女
おんな

の子
こ

と出
で

あい、 

ともだちになります。でも、せんそうで 

ちよのかぞくはもえてしまい、ちよは 

子
こ

どものいないおばさんにひきとられ 

てしまうことになって…。 

 

 

『まどのむこうのくだものなあに?』 
荒井 真紀／さく 福音館書店（Eア・マ） 

ページをひらくと、まん中
なか

に小
ちい

さな 

まどがあります。そのまどから、大
おお

きく 

えがかれたくだものがすこしだけ見
み

え 
 

ます。なんのくだものかわかるかな？ 

しっているくだものも、見
み

かたをかえた 

だけで、なにかちがうものに見
み

えてくる 
 

ふしぎなえほんです。 

 

『あつめる!はこぶ!せいそうしゃ』 
片平 直樹／ぶん 岡本 よしろう／え 

交通新聞社（Eオ・ア） 

町
まち

をまわってごみをあつめてくれる 

せいそうしゃ。あつめたごみはどこに 

はこばれていくのかな？ ほかにも、せ 

いそうしゃにかんするいろいろなことを 

しょうかいします。  

『かみなり』 
武田 康男／監修・写真 小杉 みのり／構成・文 

岩崎書店（E タ・カ） 

むしあつい日
ひ

。にゅうどうぐもが大
おお

 

きくなってかみなりぐもになります。そ 

の中
なか

ではどんなことがおきているのか 

な？ じっさいは、いっしゅんできえてし 

まうかみなりのひかりを、しゃしんでは 

っきりきれいに見
み

ることができます。 

『きょうはふっくらにくまんのひ』 
メリッサ・イワイ／作 偕成社（E イ・キ） 

同
おな

じアパートにすむ 6人
にん

のおばあちゃ 

んが、それぞれの国
くに

のりょうりをつくって 

います。でも、みんなざいりょうが一
ひと

つ足
た

 

りません。そこで、リリがかいだんをいった 

りきたりして、足
た

りないざいりょうをとどけ 

てあげることになりました。 

『おすしがふくをかいにきた』 

田中 達也／作 白泉社（E タ・オ） 

おすしがふくをかいに、おみせに 

やってきました。おすしのふくという 

のは、たくさんのすしネタのことです。 

さて、おすしはなににへんしんするの 

でしょうか？ みぢかなものを、ほんも 

のそっくりのなにかに見
み

立
た

てた、たの 

しいしゃしんえほんです。 

『アントンせんせい 

こまったときはおたがいさま』 

西村 敏雄／作 講談社（Eア・ニ） 

いつもやさしいどうぶつのおいしゃ 

さん、アントンせんせいは、どうぶつた 

ちのにんきものです。あるよる、あらし 

がやってきました。つぎの日
ひ

のあさ、 

びょういんをあけると、そとはたいへん 

なことになっていて…！？ 

へきなんのとしょかんがすすめるなつやすみのほん2024 

（１・２年生向き）     

『2だい目
め

びょういんきんむ犬
け ん

 

モリスのでばんです!』 

若月 としこ／作 岩崎書店（４９０ニ） 

いしゃやかんごしたちのように、かんじゃ 

のちりょうをたすけるびょういんきんむ犬
けん

の 

モリス。モリスのおしごとは、かんじゃさんの 

ふあんをやわらげたり、ちりょうにまえむき 

な気
き

もちにさせたりすることです。モリスの 

かつやくのようすをしょうかいします。 


